
次
の
五
つ
が
「
新
行
財
政
運
営
推

進
大
綱
」
の
基
本
理
念
で
す
。

�
地
方
分
権
の
推
進

一
人
ひ
と
り
が
、
ゆ
と
り
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
個
性
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
分
権
を
推
進

し
、
本
市
の
自
主
性
と
自
立
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
「
住
民
の
、
住
民
に
よ

る
、
住
民
の
た
め
の
行
政
」
と
い
う

基
本
原
理
を
踏
ま
え
、
市
民
を
中
心

と
し
た
自
立
的
で
責
任
あ
る
地
方
自

治
の
確
立
を
目
指
し
、
地
方
分
権
の
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推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
人
事
・
組
織
の
改
革

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応

で
き
る
人
事
・
組
織
・
行
政
シ
ス
テ

ム
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
。
こ

の
た
め
、
創
造
力
の
あ
る
自
立
性
を

重
視
し
た
人
材
育
成
と
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。

�
情
報
化
の
推
進

情
報
通
信
技
術
を
積
極
的
に
活
用

し
、
計
画
的
に
情
報
化
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
事
務
の
さ
ら
な
る
高
度
化
・
効

率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
財
政
運
営
の
改
革

長
期
借
入
金
残
高
の
増
加
を
抑
え
、

効
率
的
に
財
政
を
運
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
財
源
を
重
点
的
・
効

率
的
に
配
分
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
行
政
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
見
直
す
と
と
も
に
、

市
民
応
対
の
向
上
や
公
共
施
設
の
効

果
的
運
営
、
市
民
参
加
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

□
計
画
の
推
進
期
間

平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年
度
ま

で
の
三
年
で
す
。
計
画
に
な
い
項
目

に
つ
い
て
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
を
踏
ま
え
自
主
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

行財政改革を推進する新行財政運営推進懇談会の様子

本
市
で
は
、
平
成
八
年
に
「
水
と
緑
と
詩う
た

の
ま
ち
・
新
行
財
政
運
営
推
進
大
綱
」

を
定
め
、
こ
の
理
念
の
下
に
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
三
カ
年
の
実
施

計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
。
三
年
目
と
な
る
本
年
度

の
計
画
の
概
要
と
十
五
年
度
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
で
あ
る
新
行
財
政
運
営
推
進
懇
談
会
の
提
言

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
職
員
提
案
も
実
施
し
策
定
し
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
を
一
層
進
め
て
い
き
ま
す

本
年
度
の
実
施
計
画
と
昨
年
度
の
結
果
を
紹
介

５
つ
の
重
点
項
目


